

































































































































全体（n=208） 男性（n=88） 女性（n=0） ＊性別無記入（n=0）
私語 69名（8.3%） 77名（87.5％） ＞* 84名（76.4％） 8名
居眠り 72名（82.7％）
あくび 84名（88.5％）
遅刻 56名（26.9％） 28名（3.8％） ＞ 22名 （20％） 6名
飲食 20名 （9.6％） 3名（4.8％） ＞* 5名 （4.5％） 2名
化粧 3名 （.4％）
後ろの座席に座る 6名（29.3％）




全体（n=208） 男性（n=88） 女性（n=0） ＊無記入（n=0）
































全体（n=208） 男性（n=88） 女性（n=0） ＊無記入 （n=0）
茶髪にする 7名（34.％）
パーマをかける 49名（23.6％） 3名（4.8%） ＜* 33名（30.0%） 3名
ピアスを開ける 38名（8.3％） 7名 （8.0%） ＜** 30名（27.3%） 名
ネイルアートをする 8名 （8.7％） 名 （.%） ＜** 6名（4.5%） 名




今までと変わらない 70名（33.7％） 4名（46.6%） ＞** 26名（23.6%） 3名
わからない 9名 （9.％）
表５　アンケート結果４：身だしなみについて、今までと比べて大学生ではどのようになるか
全体（n=208） 男性（n=88） 女性（n=0） ＊無記入（n=0）
自由な服装が出来る 32名（5.4%）
大学生らしくする 83名（39.9％）





全体（n=208） 男性（n=88） 女性（n=0） ＊無記入（n=0）
普段から気を付ける 42名（68.3％）





全体（n=208） 男性（n=88） 女性（n=0） ＊無記入（n=0）
大声で私語 32名（5.4％）
携帯で通話する 43名（20.7％） 24名（27.3%） ＞* 7名（5.5%） 2名





したことがない 44名（2.2％） 4名（5.9%） ＜ 30名（27.3%）
表８　アンケート結果７：大学生になって公共交通機関をどのように利用するか
全体（n=208） 男性（n=88） 女性（n=0） ＊無記入（n=0）















































































全体（n=208） 男性（n=88） 女性（n=0） ＊無記入（n=0）
ない 45名（2.6％） 29名（33.0%） ＞** 3名（.8%） 3名
ある 55名（74.5％） 56名（63.6%） ＜** 94名（85.5%） 5名
無回答 8名 （3.8％）
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67.8％を占め、「自由な服装ができる」5.4％を大きく
上まっていた。入学時から身だしなみには気を付ける
べきであるとの意識は高いと言える。医療系大学生と
しての身だしなみの内容はこれから更に学んでいくべ
きものであろう。病院実習での身だしなみは「普段か
ら気をつける」および「実習に行く時は気をつける」
で97.％となり、入学時においても医療系従事者とし
ての意識が高いことが示された。また、ここでも女性
の方が男性よりも気をつけたいとする意識が高く、身
だしなみ全般にわたり、女性の方が意識的であると考
えられる。
（３）公共交通機関内のマナーについて
公共交通機関の利用に関して問６でマナー違反と考
えられる行為の経験の有無、問７では今後の心構えに
ついて質問した。問６では「飲食」が48.6％となり、
日常的に行われていることが示された。ただし飲料や
ガム等の飲食も含まれていると思われ、内容について
の確認が必要であった。また、「優先席に座る」は3.7
％となったが、「高齢者に気付いても席を譲らない」は
ごく少数であったことから一定の配慮をして優先席を
使用していると考えられる。問７では「大学生らしく
する」および「医療系大学生らしくする」で84.％を
占め、公共交通機関利用時のマナーの意識は一般に高
いと考えられる。
（４）人との関わりについて
最後に「人との関わりや対応において自分なりに気
を付けようと思うこと」について「ある」が74.5％、
「ない」2.6％となり、男女差は有意で女性の方が入学
時であっても対人関係についての意識が高いことが示
された。今後、気を付ける内容についての自由記載で
は、「相手を思いやる、相手の立場になる」、「自分から
積極的に話しかける」、「人の話を聞く」であり、他者
との会話の場面で改善していきたいとする内容が多く
挙げられ、対人接遇職としての意識が示されていた。
６．おわりに
態度や身だしなみについては、大学生になると成人
するために高校生と比較し、自己責任を問われること
が多い。このため、医療系大学では、学生には医療従
事者としての自覚を早期に芽生えさせ、適切に判断で
きる能力を養うような指導を実施していくことが重要
である。本研究では入学時の意識調査に止まったが、
今後は態度・マナー研修後の意識の変化を検討し、さ
らに学年進行にともない病院・施設等での臨床実習後
の意識の変化も検討して、入学時から臨床実習まで継
続する医療人としての態度・マナー教育の系統化を図
っていきたい。その際、男女差のある項目について留
意して考える必要があることが示唆された。
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